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1　は　じ　め　に

岩手県の水田は黒ポク土が多くリン酸の多施用が行われ
てきた。この結果，最近土壌リン酸の蓄積が認められてい
るが，農家のリン酸施用の実態は明らかにされてはいなかっ
た。一方，これまでの本県の水稲に対するリン酸施肥基準
は可給態リン酸が少ないレベルでのものであり，土壌リン
酸が富化した場合は施肥基準の見直しが必要と考えられる。
以上のことから，農家のリン酸施肥の実態を明らかにする
とともに，可給態リン酸が自壊値に達している場合の適正
なリン酸施肥量について水稲のリン酸吸収と併せて検討し，
一部知見が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）農家のリン酸施肥量と可給態リン酸の実態
1）調査方法：土壌環境基礎調査　定点調査
2）対象地区：県内一円
3）可給態リン酸分析法：トルオーグ法
（2）水稲リン酸濃度及び吸収量の検討
1）調査方法：土壌環境基礎調査　定圃場調査

（1976～1989）

表1リン酸施肥量とトルオーグリン酸の推移

淡色黒ポク土（ササニシキ）
リン酸用量試験（1978－1983）
褐色低地土（ササニシキ）

（3）施肥リン酸決定のための用量試験（1991～1992）
1）供試土壌：黒ポク土（あきたこまち，滝沢）

灰色低地土（ササニシキ，石鳥谷）
2）試験区の構成：表2による

3　試験結果及び考察

（1）農家のリン酸施肥量の実態と可給態リン酸
農家の施肥リン酸量は．表1のように平均値でみると黒
ポク土・非黒ポク土とも徐々に増えており，どちらの土壌
型とも10年間で10a当たり約2kgの増加となっている。ま
た，トルオーグ法による可給態リン酸（以下，トルオーグ
リン酸という）畠も施肥リン酸基と同様に増加している。
とくに黒ポク土のトルオーグリン酸量は非黒ボク土を上回
り，定点調査3巡目では最大値が90mg／100gを越えてい
る。
また，図1からリン酸施肥量の増減は，トルオーグリン
酸の多少による土壌診断に基づいたものとは認め難く，施
肥星の決定は慣行または農家の独自判断によるものと考え
られる。

施 肥 量 ト ル オ ー グ リ ン 酸

（k ／ 10 a ） （m g ／ 10 0 g ）

最 大 値　　　 最 小 値　　　 平 均 値 最 大 値　　 最 小 値　　　 平 均 値

1 巡 目 ● 黒　 ポ　 ク　 土 4 4 ．0　　　　　 3 ．0　　　　 16 ．5 6 臥 9　　　　　 0 ．2　　　　　 2 2 ．3

非 望　 ポ ク　 土 3 9 ．0　　　　　 2 ．1　　　　 14 ．3 6 0 ．5　　　　　 0 ．9　　　　 15 ．5

2 巡 目 ●
黒　 ボ　 ク　 土 4 3 ．2　　　　　 2 ．4　　　　 18 ．8 7 9 ．6　　　　　 0 ．8　　　　　 2 6 ．2
非 望　 ポ ク　 土 4 1 ．0　　　　　 0 ．0　　　　 15 ．7 5 6 ．8　　　　　 2 ．1　　　 18 ．9

3 巡 目 ■ 黒　 ボ　 ク 土
土

3 9 ．3　　　　　 4 ．0　　　　 18 ．2 9 0 ．3　　　　　 2 ．3　　　　　 2 8 ．2
非 望　 ボ ク 4 2 ．0　　　　　 0 ．9　　　　 16 ．9 6 4 ．2　　　　　 0 ．5　　　　　 2 2 ．9

＊土壌環境基礎調査　定点調査
1巡目：昭和54年～57年（N＝黒ポク土：132，非黒ポク土：211）
2巡目：昭和59年～62年（N＝黒ボク土：124，非黒ポク土：193）
3巡目：平成1年～3年（N二男ポク土：96，非黒ポク土：133）

（2）水稲リン酸濃度及び吸収量の検討
稲休のリン酸濃度は分げっ盛期に0．6％あれば十分な分
げっが確保できるとされているが2），本県では地帯及び品
種によって分げっ盛期が異なる。このため6月中旬の適正

図1トルオーグリン酸と施肥リン酸の増減

な稲休リン酸濃度について検討を行った。図2に示すよう
に6月中旬の稲体リン酸濃度が0．8％を越えるとそれ以上
の茎数増加は認められない。生育初期に低温であっても0．8
％以上の確保は可能であり，茎数が少ないのはリン酸吸収
以外の要因によるものであると考えられる。玄米収軌こ対
する影響をみても6月中旬の稲体リン酸濃度が0．8％以上
であれば増収には結びつかず，生育初期が低温の年でも同
様の結果となった。（図3）
稲体リン酸吸収量についてみると，図4のように玄米収
量が最大値となるのは10a当たり5－7kgであった。これ
以上の量を吸収しても収量は増加していない。また，生育
初期が低温の年でも同様の結果となった。
以上のことはササニシキについて検討を行ったものであ
るが，黒ボク土水田におけるハヤニシ車についても同様の
結果となった。（データ省略）
（3）施肥リン酸量決定のための用量試験
トルオーグリン酸が目標値（岩手県の目標値は6～10mg
／100g）に達している水田では，図5のように6月中旬
の稲体リン酸濃度がササニシキ・あきたこまちともはば0．8
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図2　稲体リン酸濃度と6月中旬の茎数
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図4　稲体リン酸吸収量と玄米収量

衰2　用量試験結果
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図3　稲体リン酸濃度と玄米収量

－】0 10

リン酸施肥櫨 （kg／10a）

図5　リン酸施肥量と稲休リン酸濃度

（10a・100g当り、1．9Ⅲm′ヾス）
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％以上となっている。また，表2のように6月中旬の稲体

リン酸濃度は各区ともはば0．8％を確保し，生育初期の茎
数の差はリン酸施肥員によるものではないことが認められ

た。さらに玄米収量の区間差も認められず，稲体のリン酸
吸収量はリン酸無施用区でも10a当たり5kg以上となった。

以上のことは．土壌リン酸が富化した水田における水稲の

生育がリン敵地用量に影響されないことを示していると考

えられる。一方．従来から水稲のリン酸吸収は土壌リン酸

に由来すると言われておりl），本試験でも施肥利用率が10
％に満たないことから稲体のリン酸吸収は土壌からの供給

に依存する割合の大きいことが認められた。したがって，

リン酸無施肥では土壌のリン酸供給力の減退が考えられる。

以上のことから，トルオーグリン酸が日榛値に達してい

る圃場では土壌のリン酸供給力の維持の面から，稲体のリ

ン酸収奪に見合う分として10a当たり5－10kgとすること
が可能と考えられる。

酸吸収量の差を施肥量に対する割合で示し

4　ま　と　め

（1）農家のリン酸施肥量は増加しており，これにつれて
作土中のトルオーグリン酸も増加傾向にあった。とくに黒
ポク土でこの傾向は顕著であった。
（2）稲体の好適リン酸濃度は品種を問わず6月中旬で0．8
％，適正リン酸吸収量は10a当たり5－7kgであった。
（3）稲体のリン酸吸収は土壌からの供給によるところが
大きく，トルオーグリン敬の目標値に達している圃場の施
肥リン酸量は土壌のリン酸供給力の確保のため10a当たり
5－10kgとすることが可能と考えられる。
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